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野鳥を見て楽しみましょう 

新年明けましておめでとうございます。 

日本野鳥の会埼玉県支部は今年 20 周年になりました。 
2, 500 名の会員の皆様方に支えられ、支部報の発行、年 100 

回以上の探鳥会など、各部の活動がすべてボランティアで 

20 年問休みなく運営されてきました。 

三室地区定例探鳥会に引き続いて、昨年 3 月には、大麻
生定例探鳥会も 200 回を記念する探鳥会になりました。県

内の野鳥確認数も、1978年 4 月から 2003 年 3 月までで 312 
種と、国内の半数以上が記録されました。 

これからも、鳥見を楽しむことが自然保護につながると

いう野鳥の会独特の活動を、会員の皆様方とご一緒に、心身健康で続けて参りた

いと思います。 

今年もご協力をよろしくお願い申し上げます。 

日本野鳥の会埼玉県支部 支部長 藤掛保司 

埼玉県におけるサギ類コ口ニーの動向 
埼玉県環境科学国際センター 嶋田知英 

はじめに 

日本野鳥の会埼玉支部会員の皆様、はじめまして。埼玉県環境科学国際センター自然環境担

当の嶋田と申します。サギ類のコロニーとねぐらに関する情報提供につきましては、大変ご協

力をいただきありがとうございました。この場をお借りし厚くお礼申し上げます。 

さて、ここでは、情報提供いただいた経緯と、中問的なものですが結果について報告をさせ

ていただきます。 

済報提供依頼の経緯 

埼玉県では昨年から農林総合研究センターが中心となり、「自然再生のための住民参加型生物

保全水利施設管理システムの開発」 という研究事業に取り組んでおります。その中のーつとし

て、野鳥の農業用水路の利用実態と、積極的に利用する水路の条件を明らかにすることを目的

とした調査を行っています。なかでも、典型的な水辺の野鳥であり、水田や農業用水路を採餌

や休息の場として利用し水田生態系に強く依存して暮らしているサギ類は、本研究の主要な調

査対象です0 そこで、まずはサギ類の分布状況を知るため、コロニーに関する情報を収集して

まいりました。その際、支部役員の方に支部報を通じた情報提供をお願いしたところ、快く引

き受けていただき、コロニーやねぐらに関する情報を提供していただいた次第です。 

調査結果及ぴ考察 

提供いただいた情報や、自然環境保全基礎調査（環境省 1994）の結果をもとに、2003 年 6 

月から8月にかけ、現地調査や聞き取り調査を行いました。その結果、繁殖を確認したコロニ 

ーは 5 ケ所、夏ねぐらは 3 ケ所でした（表1)。 1992 年に行われた環境省自然環境保全基礎調

査では、コロニーが14 ケ所確認されていますが、それに比べるとかなり少なくなっていること

が分かります。また、基礎調査の際に確認されたコロニーのうち、今回の調査でも確認された

コロニーは、久喜市のーケ所のみで、他は消失し、新たなコロニーが形成されたと考えられま

す。ほぽ10年間で、1ケ所を除き、他のすべてのコロニーが消失あるいは移動したことになり

ます。このような短期間のコロニーの消失や移動は他県でも報告されており（佐々木 

200lStr ix) 、サギ類コロニーの分散や小規模化、移動は、近年、一般的な傾向のようです。 

かつて、さいたま市上野田にあった「野田のサギ山」の様に100年を越えるような長期間安

定したコロニーは現在形成されにくい状況となっているようです。 
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図 1 久喜市甘常院裏のサギ類コ口ニー 
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表1 埼玉県内のシラサギ類繁殖コ口ニーと夏ねぐらの状況 

＝ー→ー」‘L 
所在地 

妻沼町江袋沼 

推定 
I'！王 ICa 
個体数 

30 

1吻三m壬 

”臣“'‘「玉 
確認種

ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ァ
オサギ 

営巣の 
巳盃ご 
有無 

無 

植生 
’ー ，ー 

上層 

ヤナギ類、ェノキ、 
ハンノキ、クヌギ‘ケ
ヤキ 

ー一 下層 

アズマネザサ、 
アシ、クサギ、ク
ワ 

熊谷市奈良 150 
ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ァ
オサギ 

無 ー アシ 

花園町小前田 50 有 マダケ ー 

川越市びん沼 50 
ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ア
オサギ 

有 彩う言貧"-I早ァシ、シュ口 

川越市伊佐沼 50 
ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ァ
オサギ 

無 ャナギ類、サクラ類 アシ 

一Fロ’I』I」旦 Fり八 上尾市領家 
ダイサギ、チュウサギ、コサ マダケ、＊ヤナギ類、 プつ,ー＋山吐.u一 

越谷市中島 300＋ 
ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ア
オサギ 

有 
マダケ、ヤナギ類、 
ェノキ、力キ、サクラ
類 

アシ 

久喜市甘常院裏 100＋ 
ダイサギ、チュウサギ、コサ
ギ、ゴイサギ、アマサギ、ア
オサギ 

右 マダケ、ケさ’もシラ 
刀ン、ニレ規、ス干、 

アズ了ネザサ、 
ンユロ 

その原因は明らかではありま

せんが、周辺の宅地化による住

民との軌繰など、人為的な要因

が大きいのではないかとも指摘

されています（佐々木 2OO1)。 

今回、繁殖が確認された 5地

点のうち、3 地点は河川や池沼

に隣接したコロニーでしたが、 

花園町、久喜市のコロニーは水 

辺ではなく、屋敷林や社寺林に形成さ

れていました。特に久喜市のコロニー 

はかなり市街化が進んだ地域内にあり、 

民家に隣接した場所で営巣していまし

た（図1)。かつての「野田のサギ山」 

も民家の屋敷林に形成されたコロニー 

でしたが、このことからも、人間の存

在それ自体がコロニー形成の制限要因

ではないように思われました。人間に

よる追い出しなどがなければ市街地で

も安定したコロニーを形成することが

出来るのかもしれません。 

また、繁殖が確認された 5地点は、 

いずれもマダケなどの竹林内にコロニ 

ーが形成されていました。他県のサギ

類コロニーに関する報告では（佐々木 

図2 コ口ニーを中心としたバッファーの生成 
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2001、上田2003). 

クヌギ、コナラなど

の雑木林に形成され

ている事例もありま

すが、竹林に形成さ

れているケースが多

く、自然環境保全基

礎調査「鳥類の集団

繁殖地及び集団ねぐ

らの全国分布調査」 

（環境省 1994）では 

「サギ類のコロニー 

花園町小前田 	 有 

川越市伊佐沼 	 有 

上尾市領家 	 有 

越谷市中島 	 有 

久喜市甘常院 	 有 

妻沼町江袋沼 	 無 

熊谷市奈良 	 無 

川越市びん沼 	 無 

（さいたま市上野田）※ 	無 

水田比率（%） 河川総延長（km) 

13.2% 381.2 

28.5% 580.6 

35.8% 620.2 

30.1% 572.2 

55.8% 714.8 

34.7% 582.4 

36.6% 593.4 

21.5% 554.7 

22.7% 

表2 コロニー・ねぐら周辺の環境（半径10km) 

所在地 
	

営巣の有無 

有
有
有
有
無
無
無
 

はタケ。ササ類の進入する林が約6割を占めていた」とも報告されており、サギ類のコロニー形

成に竹林が重要な役割を担っていることが窺われました。その要因も明らかではありませんが、 

猛禽類やヘビなど、捕食者と関連があるのかも知れません。 

今回得られたコロニーやねぐらの分布情報をもとに、周辺環境との関係について若干解析を

行ってみました。コロニー形成に関係があると思われる要因には、①地形、②気象条件、③人

的要因、④餌資源などが考えられます。ここでは、特に餌資源に注目し、主な採餌場と考えら

れる、水田と、河川がコロニー周辺にどの程度分布しているのかを解析しました。解析に用い

た水田面積と河川に関するデータは、それぞれ、自然環境保全基礎調査と国土地理院空間デー 

タ基盤25000 のデータです。確認されたコロニーやねぐらを中心に半径10kmの円を描き（図 

2)、その中にある水田面積と河川の長さを計算しました。その結果をまとめたものが表2です。 

営巣の有無により、水田比率や河川総延長に明らかな差は見られませんが、比較的長期間安定

している久喜市のコロニー周辺は、他のコロニーやねぐらに比べ水田比率、河川総延長ともに

高く、多くの採餌場が周辺にあることが分かります。また、花園町のコロニーは、水田比率が

極めて低いのですが、約1.5km南に荒川が流れており、そこを餌場として利用しているのかも

知れません。野田のサギ山があった場所についても同様の計算を行ったところ、水田比率は 

22.7％となり、決して高くないことが分かりました。野田のサギ山は見沼田んぼに面しており、 

かつては見沼の水田を餌場として利用していたと考えられますが、近年は、水田転作などによ

り畑地化が進み、餌場としての水田が急速に減少したのではないかと思われます。 

おわりに 

埼玉県のサギ類コロニーに関する情報は、比較的豊富で、自然環境保全基礎調査「鳥類の集

団繁殖地及び集団ねぐら」（環境省 1994）や、「埼玉県におけるサギ類の集団繁殖地の変遷」（成

末 1992）などがあります。しかし、その後の実態については明らかではありません。今回、皆

様のご協力により、おおよその現状を把握することが出来ましたが、さらに、情報を収集し、 

解析なども行ってゆきたいと考えております。今後も、情報提供をお願いいたします。 

引用文献 

佐々木凡子2001 京都府におけるサギ類の集団繁殖地の分布と保護 Strix 19:149-160 

上田孝寿 2003 千葉県白井市におけるシラサギ類の集団繁殖地の観察記録（第 2 報）Strix 

21: 187-194 

成末 1992 埼玉県におけるサギ類の集団繁殖地の変遷 Strix 11:189-209 

環境省 1994 第 4回自然環境保全基礎調査動植物分布調査報告書「鳥類の集団繁殖地及び集団 

ねぐら」 
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2003年秋 埼玉県タカの渡り調査 
日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

本調査は 9月20日、 

21日に予定されたが両

日とも台風15号と前線

による雨のため中止さ

れました。台風通過後

の23日に実施しました

ので、それを報告しま

す（表1、表 2)0 

調査に際し多くの

方々のご協力を頂きあ

りがとうございました。 

（小荷田行男）  

表2 タカの渡り、種別観察数 

調 	査 	地 ミサゴ 
ハチ

クマ 
トビ 

オ
タ
 
オ
カ
 

ハイ

タ力 
ノスリ サシバ s

P
 

 

物見山駐車場 1
  

1
  

6
  

5
  

1
  

50 1
  

金 	勝 	山 

小川少年自然の家 
hb
  9

  

n
乙
  

9
一
 
 

40 

天 	覧 	山 2
  

1
  

1
  

67 

表1 調査状況 

調 	査 	地 標高 調 査 者 調査時間 天候 

金勝山小川少年自然の家（小川町） 264m 後藤康夫、北村 隆 8 	: 30-13 : 00 晴 

物見山駐車場（東松山市、鳩山町） 130m 潔井 清、他多数 7 	: 00-14 : 00 晴 

天覧山（飯能市） 190m 天覧山夕カ渡り観察グループ 7 	: 00-14 : 30 晴 

2003年秋 物見山（東松山市、鳩山町） 

タ力の渡り観察結果 
／ 	 二 	 津井 清（鳩山町） 

9月 5日から 1ケ月間、物見山駐車場にてサシバを中心としたタカの渡りを観察したの

で報告致します。観察にあたりましては北村隆、三浦ご夫妻、栗原ご夫妻、その他鷹ファ

ンの会員の方々、比企ワシタカ研の田中、中島各氏らの協力を頂きました。 
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三尋暖三護事三 

岩槻文化公園 ◇10月16日、エゾビタキ1羽

がフライングキャッチ。エナガ 4羽＋、「ジ

ュルル」と鳴きながら樹間を動く。ユリカ

モメ 6羽。10月17日、キセキレイ、アカゲ

ラJl羽、ツツドリ？ 1羽。元荒川でイカ

ルチドリ 2羽。10月21日、サシバ 2羽、カ

ラスにモビングされ南へ。途中サシバ同士

でもからみあっていた。ツミ 1羽が上空を

舞う。10月23日、ジョウビタキrl羽早 1 

羽が一緒にいた。アオジ早 1羽、マガモr 

1羽早 1羽、ヒドリガモ、カワセミ早 1羽、 

ホオジロrl羽早 1羽、コガラ 1羽。10月 

24日、カケスが異様な声を出して飛び去っ

たと思ったら、頭上をオオタカ若鳥1羽が

通り過ぎた。10月31日、エナガ 5羽＋、 2 

羽は尾が短く、若鳥と思われ、10月16日ま

での群れとは別と考えられる。ムクノキに

ツグミ類が来ていたが警戒心が強く、識別

できず。11月1日、シメ飛翻計 7羽、ェナ

ガ 2羽＋、ジョウビタキ早 2羽、カシラダ

カ1羽。11月 4 日、ユリカモメが上空で騒

いでいるので見回したら、オオタカが帆翻、 

それにツミがつっかかっていった。アカハ

ラ、シロハラ。ようやく大型ツグミ類を確

認。11月 6 日、元荒川でカワウ60羽＋、潜

水しながら下流へ行く。ここでカワウを一

度にこんなに多く見たのは初めて。ツミ 1 

羽、ムクドリ20羽にモビングされながら西

へ（鈴木紀雄）o ◇11月15日午前10時頃、 

シメ 3羽、ツグミ。オオタカ若鳥1羽、カ

ラス 3羽に激しく追われ猛烈なスピードで

林の中へ飛び込み、なんとかカラスを振り

きった。11月16日、元荒川でイカルチドリ 

4羽、ダイサギ 1羽、アオサギ 1羽（藤原

寛治）。 

岩槻市長宮 ◇10月19日、両側草地の農道の

先に小鳥の姿。初めはタヒバリかと思った

が、体色がオリーブ褐色、眉斑はっきり、 

眉斑に沿って上に黒線も。胸から腹の黒斑

はとても太く、胸では斑がつながって縦筋

に見えた。背は全体にべタっとした一様な 

色。耳羽、後方の白斑ははっきり分からな

かったが、ビンズイと結論。ビンズイもこ

んな広いフィールドにいることがあるんで

すね。10月28日、畑地でタヒバリ 2羽（鈴

木紀雄）。 

岩槻市加倉 5丁目 ◇11月1日午前 5時30分

頃、自宅でジョウビタキの声。最初は寝惚

けていて 「ヒッヒッ・・・チャッチャッ」 

と聞こえていたので、珍しくセッカが家の

周りで鳴いていると夢の中で思っていた。 

その内、目が覚めてきて鳴き声がはっきり

聞こえてきた。「ヒッヒッヒッ、カッカッ」、 

また今年も戻ってきた（藤原寛治）o ◇11 

月 9 日、自宅の庭でアオジ 1羽、ハナミズ

キから地面の方におりていった。11月15日、 

上空をアオサギ 1羽通過（藤原真理）。 

蓮田市黒浜 ◇10月17日、用水近くでノビタ

キ 1羽。10月21日、黒浜療養所内でキビタ

キ早 1羽。10月23日にもキビタキ早 1羽を

確認、同一個体か。10月24日、上沼上空を

舞うハヤブサ 1羽、しだいに高度を上げ、 

南へ。沼の力モたちはなぜか騒がず。10月 

27日、黒浜療養所内の林床、2 ケ所から「シ 

ーッ」との声。おそらく大型ツグミ類。10 

月31日、黒浜療養所内でシメ確認。11月 4 

日、上沼でカワウ、マガモr3羽、ハシビ

ロガモ早 1羽、オカョシガモ 3羽など（鈴

木紀雄）o ◇11月 8 日午前11時頃、上沼で

オオバン 5羽、バン 1羽、マガモJ2羽、 

コガモ 3羽、カイツブリ 7羽、カケス 1羽 

（藤原真理）。 

さいたま市北区吉野町 2丁目 ◇10月20日午

後 3時頃、新堀公園のそばの屋敷林からカ

ケスの声（藤原寛治）。 

春日部市内牧（宮代側） ◇10月23日、林内

を猛禽 2羽飛ぶ。ハイタカとオオタカか。 

ジョウビタキJl羽、アカゲラrl羽、ア

オゲラrl羽。10月27日、ジョウビタキr 

I羽、アオジ（鈴木紀雄）。 

さいたま市見沼区大谷 ◇11月 5 日、大谷環

境広場でイカルチドリ 2羽、タシギ 2羽、 

ツグミ 2羽（鈴木紀雄）。 

久喜市菖蒲公園昭輸池 ◇11月14日、カモの

群れ中にトモエガモJ早各1羽（大坂幸男）。 
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く寒と二つヲI，鷺た
HUgmeロ 

（富士鷹なすび） 

「要予約」と記載してあるもの以外は、予

約申し込みの必要はありません。初めての方

も、青い腕章をした担当者に遠慮なく声をお

かけください。私たちもあなたを探していま

すので、ご心配なく。参加費は、一般 100 円、 

会員と中学生以下は 50 円。持ち物は、筆記

用具、雨具、昼食、ゴミ袋。もしあれば、双

眼鏡などの観察用具も（なくても大丈夫）。 

解散時刻は、特に記載のない場合、正午か

ら午後1時頃。悪天候のときは中止。小雨決

行。できるだけ電車バスなどを使って、指定

の集合場所までお出でください。 

表ま 

サバンナシトド（スズメ目ホオジロ科） 

昨年11月葛西臨海公園で撮影されたこの1枚。正面から見るとまるで山賊の顔。 

別名クサチヒメドリ。埼玉県内では、1991年11月さいたま市秋ケ瀬のバンディング調査

で捕獲されたのと、1998年 3 月に蓮田市内で多くの人に撮影された 2例があります。論文

として公表されていないという理由で、鳥学会の日本産鳥類目録第 6版には掲載されてい 

ません。 	 写真・藤掛保司 解説・編集部 

寄居町中間平緑地公園 ◇10月11日午前、ィ

カル10数羽飛翻。コゲラ、シジュウカラの

混群、アカゲラ、メジロ、カケス、ヤマガ

ラ、コサメビタキ 1羽他。ニホンリスの姿

も（鈴木敬）。 

寄居町玉淀湖 ◇10月11日午後 2時10分頃、 

ヤマセミ早 1羽。水面近くを鳴きながら飛

び、湖面に張り出した横枝にとまった。カ

ワセミ 2羽飛潮。オシドリ30数羽（鈴木敬）。 

横瀬町県民の森 ◇11月 2 日、口笛のような

ウソの声。コガラ、エナガ、シジュウカラ

の混群（コガラの数が多かった）。数十羽

のアトリの群れ（藤原寛治）。 

狭山市稲荷山公園 ◇10月27日午前、ビンズ

イ 5 羽、アオジ数羽。いずれも今秋初認（久

保田忠資）。 

坂戸市浅羽ビオトープ ◇10月25日午前 6時 

30分頃、 4 月にできたばかりのビオトープ

の湿地でノゴマrl羽。10月26日同地でノ

ゴマ早 1羽。当地初観察記録（坂口稔）。 

川越市新河岸川 ◇11月13日、河川工事もほ

ぼ完了した新河岸川を久しぶりにぶらりと

散歩したらオシドリr早各1羽。rはエク

リプス。オカョシガモ、ホシハジロ等カモ 

7種が集まっていた（藤掛保司）。 

さいたま市・さぎ山記念公園探鳥会 

期日 1月 3日（土・祝） 

集合】午前 9時30分、さぎ山記念公園入口。 

交通】大宮駅東口7番バス乗り場から、大01、 

大02、大02- 2系統で約20分。 「さぎ

山記念公園」下車。正月ダイヤの問い

合わせは国際興業さいたま東営業所ま

で（TEL 048-812--1577) 。駐車場もあ

りますが、飲酒運転は厳禁です。 

担当】海老原、楠見、福井、工藤 

案内】唯ーアルコール持参OK、恒例の探鳥

会。見沼田んぼの冬鳥たちに挨拶して

から、陽だまりに持ち寄った食べ物飲

み物を広げ、野外懇親会！ 雪が降り

ませんように。 

千葉県船橋市・船橋海浜公園探鳥会 

期日】1月 4 日（日） 
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集合】午前 9時30分、JR総武線船橋駅改札

口付近。集合後、景成バス 9 : 40発

船橋海浜公園行きに乗車、終点下車。 

公園には駐車場あり。 

担当！杉本、佐久間、菱沼（一）、斎藤 

見どころ；スズガモ、ミヤコドリの越冬地と

しては日本一です。ほかのシギやチド

リ類、カモ類もたくさん見られます。 

滑川町・武蔵丘陵森林公園探鳥会 

期日】1 月 7日（水） 

集合】午前10時10分、森林公園南入り口前。 

交通】東武東上線森林公園駅下車、森林公園

南口行き 9 :54発バスにて終点下車。 

費用】入園料400円（子供80円） 

担当】藤掛、大坂、兼元、堀（敏）、堀（久）、 

高橋（ふ）、池永、藤洋、高橋（優） 

見どころ】新春三回目の探鳥会、南口から例

年のコース（山田大沼を予定）です。 

山野の鳥とカモたちが身近で観察でき

ます。烏合せの後は、持参のお弁当を

広げながら鳥の話をしませんか。 

久喜市。菖蒲公園昭和池探鳥会 

期日】1 月11日（日） 

集合】午前 9時30分、久喜菖蒲公園駐車場。 

交通】JR宇都宮線白岡駅西口から、朝日バ

ス菖蒲仲橋行き 8 : 40発にて除堀（よ

けぼり）下車。徒歩約15分、バス停か

らご案内します。 

担当】大坂、玉井、内田、長嶋、伊藤（隆） 

見どころ】数百羽のカモや水鳥に会えます。 

その中の主役はトモエガモ、これを探 

し出したときの喜びは格別です。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日】1 月11日（日） 

集合 I 午前 9時30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷9 :11発、または寄居 

8:49発に乗車。 

担当】中里、後藤、和田、森本、石井（博）、倉崎、 

高橋（ふ）、藤田、栗原、大洋、飛田 

見どころ】今年一年の期待を込めて鳥たちに 

新年のご挨拶。昨年の一月の例会では  

ベニマシコがその艶やかな衣装を見せ

てくれました。皆で探して今年のお年

玉にしよう。 

戸田市・彩湖探鳥会 

期日 1 月12日（月・祝） 

集合】午前 9時10分、彩湖道満グリーンパー 

ク中央駐車場。 

交通】埼京線武蔵浦和駅 2番パス乗り場から、 

下笹目行き 8 : 37発にて、彩湖道満グ

リーンパーク入口下車。交差点まで戻

り左折して土手を越える。 

担当】倉林、藤掛、百瀬、有馬、馬場、森（秀）、 

新部、赤堀 

見どころ】カモの仲間やカンムリカィツブリ

が湖で、林や草原では飛び交う小鳥た

ちが、見上げる大空にはオオタカやチ

ョウゲンボウが待っています。 

春日部市・内牧公園探鳥会 

期日】1 月12日（月・祝） 

集合】午前 8時30分、東武伊勢崎線春日部駅

西口朝日バス 1番バス停前。集合後、 

8 : 45発春日部ェミーナス行きにて 

「共栄大学・短大前」下車。または午前 

9時15分、アスレチック公園前駐車場。 

担当】吉安、中村（築）、橋口、石川、慶川、 

松永、宮下、吉岡（明）、田村、新井（良）、 

野村（弘）、野村（修） 

見どころ：新春の内牧にも冬鳥が集まり、賑

わいを見せています。ジョウビタキ、 

シメ、アカハラなどを探しましよう。 

吉見町。吉見百穴周辺探鳥会 

期日 1月17日（土） 

集合】午前 9時30分、吉見百穴公園前。 

交通】JR高崎線鴻巣駅東口、中村カメラ店

前から、朝日バス 9 : 00発東松山行き、 

または東武東上線東松山駅から、 

8 :59発鴻巣免許センター行きにて 

「百穴入口」下車、徒歩約 5分。 

担当】岡安、藤掛、内藤、島田、立岩 

見どころ】吉見丘陵の史跡の周囲を歩くコー 

スです。昔に思いをめぐらしながら、 
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一緒に自然散策しましょう。身近な小

鳥たちや、カモ類に親しむにはよい機

会です。 

注意】駐車場利用者は必ず、百穴公園入場券

を購入して、フロントガラス内側に見

えるように置いてください。 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日 1 月18日（日） 

集合】午前 8 時巧分、京浜東北線北浦和駅東

口。集合後バスで現地へ。または午前 

9 時、さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、福井、手塚、倉林、渡辺（周）、若林、 

兼元、森（力）、清水、小菅、新部 

見どころ】今年は支部の20周年、当然三室の

探鳥会も20年、今年もよろしく。仲間

と語り合いながら鳥を見よう。冬鳥の

最盛期です。久しぶりにタゲリ君も出

てくれるかな。 

長瀞町・長瀞探鳥会 

期日 1 月18日（日） 

集合】午前 9 時20分、秩父鉄道長瀞駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷 8 】 17発、または東武東

上線川越 7 】 37発にて寄居乗換え、秩

父鉄道 8 : 45発三峰口行きに乗車。 

担当】佐久間、青山、井上、堀（敏）、堀（久）、 

堀口、喜多、大津、小池（順） 

見どころ】新年のここのお目当てはヤマセミ

か、それともオシドリか。今年も美形

の姿を見せてくれるでしようか。その

他大勢冬の小鳥たちの総出演だといい

ですね。河原を歩きますので足ごしら

えはしっかりと。 

松伏町・緑の丘公園探鳥会 

期日 1 月18日（日） 

集合】午前10時15分、松伏町大川戸緑の丘公

園予定地。 

交通】東武伊勢崎線せんげん台駅東口から茨

急バス大正大学入り口行き 9 : 20発、 

または 9 】 45発にて「新川西」下車。 

公園予定地のため駐車場はありません。 

担当】橋口、榎本（建）、田漫、吉岡（明） 

見どころ】県営緑の丘公園（仮称）の探鳥会

も 3 回目となりました。松伏町大川戸

の田んぼに20年計画で建設されていま

すが、本年度は池の工事がなかったた

め、夏にはゴイサギが繁殖し、秋口に

はアマサギなどサギの仲間のねぐらに

もなりました。今シーズンは、カソム

リカィツブリが初めて入り、カモ類も

期待できそうです。シラコバトも待っ

ていますよ。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき 1 月24日（土）午後 1時～ 2 時ころ

会場】支部事務局108号室 

狭山市。入間川定例探鳥会 

期日】1 月25日（日） 

集合】午前 9 時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通】西武新宿線本川越 8: 43発、または所

沢 8 】 36発に乗車。 

担当】長谷部、藤掛、高草木、中村（祐）、 

山本（真）、久保田、山本（義）、石光、 

山田（義） 

見どころ】早起きと寒ささえ克服すれば、冬

はバードウォッチングにうってつけ。 

鳥種が多く、初心者にも見やすく、判

りやすいカモの仲間がいるのでみんな

で楽しめます。 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日】1 月25日（日） 

集合】午前 8 時45分、JR宇都宮線蓮田駅東

口バス停前 

担当】田中、玉井、中村（策）、菱沼（一）、 

吉安、長嶋、長野、榎本（建）、松永 

見どころ】黒浜沼周辺は、沼、アシ原、田ん

ぼ、屋敷林、畑と、多様な環境のため、 

出現種も多種にわたります。特に 1月

の黒浜は冬の水鳥、小鳥たちを探すの

に最適で、昨年はオオタカ、タシギ、 

カワセミなども出てくれて、37種でし

た。 
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 5月10-11日（土～日） 長野県 白馬山麓 

参加・22人 天気‘晴時々曇

カイツブリ アオサギ オシドリ マガモ カル

ガモ コガモ キンクロハジロ イソシギ ハチ

クマ トビ ノスリ キジ キジバト ツツドリ

フクロウ アマツバメ アオゲラ アカゲラ コ

ゲラ ヒバリ ツバメ イワツバメ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ サンショウクイ

ヒョドリ モズ カワガラス ミソサザイ コル

リ マミジロ クロツグミ アカハラ シロハラ

ヤブサメ ウグイス オオョシキリ メボソムシ

クイ センダイムシクイ キビタキ オオルリ

コサメビタキ ェナガ コガラ ヒガラ ヤマガ

ラ シジュウカラ ゴジュウカラ メジロ ホオ

ジロ カシラダカ ノジコ アオジ クロジ カ

ワラヒワ イカル シメ ニュウナイスズメ ス

ズメ ムクドリ カケス ハシボンガラス ハシ

ブトガラス（64種）いつもの春より季節の進み方

が早いようだ。それでも居谷里湿原ではアオイス

ミレやサクラスミレが、定麟寺ではギフチョウ、 

ヒメギフチョウが、みそらの田圃ではキバナイカ

リソウが私たちを迎えてくれた。「一歩」の周りは

ノジコ、クロツグミ、キビタキ、オオルリなどの

野鳥で一杯だった。 2日目の猿倉では、白馬連山

を仰ぎ見ながらの昼食が美味しかったし、姫川源

流の流れに揺れるバイカモの清楚な白い花には心

が洗われる思いがした。白馬の春はいつも心が満

腹になるのがいいのだろう。 

10月5日（日） 北本市 石戸宿 
	、 

参加 .59人 天気 晴 	
ノ 

カワウ ゴイサギ ダイサギ アオサギ マガモ

カルガモ コガモ オオタカ ノスリ チョウゲ

ンボウ キジ バン キジバト カワセミ コゲ

ラ ショウドウツバメ ツバメ ヒョドリ モズ

シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ

スズメ カケス ハシボンガラス ハシブトガラ

ス（27種）全員でカワセミが観察できたほか、コ 

ゲラの群れが近くに来てくれた。河川敷ではノス

リが 4羽、オオタカとチョウゲンボウの争いもあ

って楽しめた。 タニノアシが紅く色づき、ツリフ

ネソウとミゾソバの花が咲いていた。（岡安征也） 

10月5日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】50人 天気】日青 

カイツブリ カワウ ダイサギ チュウサギ コ

サギ アオサギ カルガモ コガモ オオタカ

ハヤブサ チョウゲンボウ バン イソシギ キ

ジバト コゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ 

ヒョドリ モズ オオョシキリ シジュウカラ 

メジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクド

リ オナガ カケス ハシボンガラス ハシブト

ガラス（30種）差間コースは大がかりな工事が始

まって通行止めが多い。コースを変更してヘルシ 

ーロードへ。この日は青い空にかなりの数のカケ

スが移動していくのが見られた。季節の変わり目。 

冬鳥が出そろうのはもうす気 	（手塚正義） 

'10月5日（日）さいたま市秋ケ瀬大久保農耕地、 

参加 I25人 天気】日青 
、 

カワウ アマサギ ダイサギ チュウサギ コサ

ギ オオタカ チョウゲンボウ タシギ キジバ

ト カワセミ ヒバリ ショウドウツバメ ツバ

メ ハクセキレイ ヒョドリ モズ ノビタキ

セッカ エゾビタキ カワラヒワ スズメ カケ

ス ハシボソガラス ハシブトガラス（24種）お

約束のサギが出て、その上オオタカ、チョウゲン

ボウ、ノビタキ、カワセミで大満足。（福井恒人） 

10月12日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】31人 天気】曇 

カイツブリ カワウ ダイサギ チュウサギ ア

オサギ マガモ カルガモ オナガガモ オオタ

カ チョウゲンボウ バン キジバト カワセミ

アオゲラ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョ

ドリ モズ シジュウカラ メジロ ホオジロ 

-10- 



カワラヒワ スズメ ムクドリ カケス ハシボ

ソガラス ハシブトガラス（27種）ギンモクセイ

の咲く小路を通ってスタートする。土手に出ると

モズがすぐ目に入ってきた。初めての方は、モズ

がきれいな鳥であることに驚きの声を上げていた。 

桜並木の所で皆がアオゲラに夢中になっていると

き、チョウゲンボウが突然畑の中に突っ込みスズ

メを捕まえた。すぐさま電柱の上に飛び上がり、 

ゆっくりとおいしそうに食べ始めた。その様子を

皆でじっくりと観察できた。明戸の堰ではカモ類

がまだ少なくて残念だった0 最後に対岸にオオタ

カが出てくれた。 

 

10月18日（土）『しらこばと』袋づめの会 

 

 

ボランティア】11人 

 

 

	ノ 

  

伊藤泰一郎、江浪功、海老原教子、大坂幸男、尾

崎甲四郎、佐久間博文、志村佐治、原田譲、藤野

富代、増尾隆、百瀬修 

 

10月19日（日） 北川辺町 渡良瀬遊水地 

 

  

 

参加】43人 天気【晴 

 

 

	ノ 

  

カイツブリ ハジロカイツブリ カワウ ダイサ

ギ コサギ アオサギ マガモ カルガモ コガ

モ ヒドリガモ オナガガモ ハシビロガモ ホ

シハジロ キンクロハジロ スズガモ ミサゴ

トビ チュウヒ バン オオバン コアオアシシ

ギ アオアシシギ ハジロクロハラアジサシ シ

ラコバト キジバト カワセミ ヒバリ ハクセ

キレイ ヒョドリ モズ シジュウカラ ホオジ

ロ オオジュリン カワラヒワ スズメ ムクド

リ カケス オナガ ハシボソガラス ハシブト

ガラス（40種）昨年10月の探鳥会と比べてみた。 

ミミカイツブリとカンムリカイツブリが入ってい

た。カモ類は変わりがないが、今年は10日早く実

施したためか、ジョウビタキとアオジに出会わな

かった。しかし、渡り途中のハジロクロハラアジ

サシが非常に疲れているのか、橋の欄干に止まっ

たまま動かず、至近距離からゆっくり観察できた。 

いつも何力瑚待できる渡良瀬芯 （橋口長和） 

10月19日（日） さいたま市 三室地区 

参加】69人 天気】日青 
	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ 

ギ カルガモ コガモ オナガガモ トビ ミサ 

ゴ チョウゲンボウ バン イカルチドリ イソ 

シギ キジバト コゲラ ヒバリ キセキレイ

ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ

ノビタキ シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

ワラヒワ スズメ ムクドリ カケス ハシブト

ガラス ハシボソガラス（32種）冬鳥を期待して

大勢参加。出た！青空をゆっくり、ミサゴが初出

現。初めて見た参加者が多く、嬉しそう。ノビタ

キ、キセキレイ、カケスも出て大満足。途中、見

沼たんぼの満開のコスモス畑を見てまた感激。三 

室は楽しいところだと再確認、 	（楠見邦博） 

/10月25~26日（土～日）長野県戸隠・飯綱高原、 

参加‘ 25人 天気】25日晴、26日曇 

オシドリ キンクロハジロ トビ ハイタカ ノ

スリ ハヤブサ キジバト アオゲラ アカゲラ 

コゲラ ヒョドリ モズ ミンサザイ ルリビタ

キ ジョウビタキ アカハラ マミチャジナイ 

ツグミ ウグイス キクイタダキ ェナガ コガ

ラ ヒガラ ヤマガラ シジュウカラ ゴジュウ

カラ キバシリ メジロ ホオジロ カシラダカ 

ミヤマホオジロ アオジ アトリ イカル スズ

メ カケス ハシボソガラス ハシブトガラス 

(38 種）翌日の天候が心配で、1日目から森彬i直

物園内を探鳥した。最初にはアトリの大きな群れ、 

アカハラ、ルリビタキが見られ好調だったが、そ

の後はパッとしなかった。園内はカラマツ、モミ

ジ類を除いてほとんど落葉していた。鏡池で昼食。 

今年もオシドリがいた。 2日目も心配したほどに

は天気が崩れず、宿の周辺を散策。ハヤブサはこ

こでの初記録〕イカルの群れも見られ、期待が高

まる。ツグミの群れを探して園内をウロウロする

が見つからず、 S氏からの連絡でマミチャジナイ

を見ることができた。キャンプ場で、カシラダカ

の群れの中に結麗な雄のミヤマホオジロを見つけ

て、どうにか無事に終わった。 

カンムリカイツブリ（編集部） 
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絡 帳 
●神奈川支部の事務局住所変更 

新住所 〒221-0052 神奈川県横浜市神奈

川区栄町2-8 横浜藤ビル 6階 

TEL 045-453-3301 FAX 045-453-4301 は

変更ありません。 

火・木・土の 12:00~ 16:00 のみ OPENQ 

●モニタリング調査結巣報告 

研究部が中心となって埼玉県支部も協力し、 

1994 年から行われてきた鳥の生息環境モニ

タリング調査の集計結果が一部まとまり、本

部自然保護室から送られてきました。 

［森林と草原のモニタリング調査］ 

1994年夏、1994-1995年冬、1999年夏、19 

" 2000冬に実施。調査地点 167 カ所。 

出現状況：森林ではシジュウカラとヒョド

リが出現率・個体数とも上位を占め、夏はウ

グイス、冬はエナガがこれに続く。 

草原については、特定の種が上位にくるこ

とはなく、夏の出現率ではヒバリなど、個体

数ではオオョシキリなど。 

夏の増減：シジュウカラ、メジロ、オオジ

シギ、モズ、シマアオジの減少が目立ち、ホ

オアカは全国的には混！フは見られないが、北

海道で減少。 

［湖沼と河川を調べる］ 

1996-1997年冬、2001-2002冬に実施。調査

地点 272 カ所。 

出現状況】いずれの環境でもマガモ、カル

ガモ、オナガガモ、ヒドリガモ、コガモが出

現率・個体数とも上位を占め、河月にはオカ

ョシガモ、湖沼ではホシハジロ、キンクロハ

ジロ、内湾ではホシハジロ、キンクロハジロ、 

スズガモがこれに続く。 

河IIにの増減】いずれの種も全体的に減少。 

特にヒドリガモ、ハシビロガモは全国的に減  

少。コガモ、マガモ、オナガガモは関東近郊

での減少が目立つ。 

湖沼での増減 特に東日本でミコア矛サが, 

増加。 

内湾での増減】ホシハジロ、ホオジロガモ

がすべての調査地で減少。 

なお、増減については、いずれも 2回の調

査の比較のみで、実際の増減を示していない

可能性がありますので、ご注意ください。 

この調査結果の一部は、http:ガbirdbase. 

hokkaido-ies. go. ip／の「生息地の情報を見

る」で見ることができます。 

●1月の事務局 土曜と日曜の予定 

10 日（土） 2月号編集作業。普及部会議。 

17日（土） 2月号校正。研究部会議。（ご注

意】校正作業は、午後4時からに変更しま

す。） 

24 日（土）袋づめの会。 

25日（日）役員会。 

●会員数は 

12月 1日現在 2,497人です。 

唾編繊雄幕  
11月 8日（土）12月号校正（海老原美夫、大

坂幸男、藤掛保司）。 

11月 16 日（日）役員会（司会】田中幸男、各

部の報告など）。 

11月 21日（劃支部報だけの会員向け、12 

月号を郵便局から発送（倉林宗太郎）。 

編集後記 
本部の監事として関与していた財団法人の

寄付行為改訂案が認可され、ひとまずほっ。 

新しいハイビジョンビデオカメラの横長構図

にも慣れできて、12月初めの今、鳥達と共に

画面作りに参加するのは、紅葉・黄葉・赤い

実や枯葉・・・・けっこう多彩。（海老原） 
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